
ほとんどはウイルスが原因です。
痰の⾊では原因を区別できません。

<肺炎を起こしやすい⼈>
・未熟児・⾼齢者・⼼臓や肺、腎臓、肝臓の病気がある⼈
・免疫状態が低下している⼈（免疫が下がる病気､ステロイドを使っている⼈など）
※これらの⽅は違った経過になることがあります。主治医の先⽣とよくご相談ください。

急性気管⽀炎の時は、肺炎が起こらないか注意深く
観察が必要です。
下記の症状にあてはまる時は、受診してください。

■⾷事や⽔分を取れなくなってきた
■息苦しい、呼吸が速い
■⾼熱が4⽇以上続く
■顔⾊が悪い
■息をするときにヒューヒューゼーゼー⾳がする
■眠れないほど咳が強い
■咳が3週間以上続く
■⾎痰が出る

【治療】
・咳がひどい時は咳⽌めを飲むと少し楽になります。
ただし、完全に咳がなくなるわけではありません。

・頭痛や熱がつらいときは解熱鎮痛剤を使いましょう。
・今回の気管⽀炎はウイルス感染が原因と思われます。
細菌を退治する抗菌薬を飲んでも、咳が早く治るわけ
ではありません。

・不必要に抗菌薬を飲むと、下痢やアレルギーなどの
副作⽤が出たり、薬剤耐性菌の発⽣につながります。

急性気管⽀炎
き かん し えん

【症状】
・咳や痰（2-3週間続くことがあります）
・発熱、倦怠感など

【経過】これからどうなりますか?
・3⽇⽬くらいまでは熱や倦怠感が続きますが
⾃然に治まります。
・咳は数週間かけて徐々に治まります。
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・⼗分な休養と栄養をとりましょう。
・汗や痰から⽔分が奪われます。
脱⽔にならないように、また痰を薄くして出し
やすくするため、⼗分に⽔分をとりましょう。

・喫煙は咳を悪化させるのでやめましょう。
・咳やくしゃみが出るときは、マスクを正しく
着⽤し、⼿洗いをしっかりして、周りの⼈に
うつさないようにこころがけましょう。
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